
 

 

  

 

 

 改めて、クロムブックの活用のきまり 
◇ 明後日から夏休みです。クロムブックでの学習も行うことになります。夏休みを前にクロム

ブックの使い方を再確認します。一人一台の端末は、長崎市から児童一人一人に貸与されてい

るものです。学習用に貸与されていますので、他の目的での使用は行わないこととなっていま

す。学習以外の使い方をしたり、学習に関係のないサイトを閲覧したりしている様子が見られ

ました。いろいろな事件に巻き込まれることも考えられることから、使用については学習に限

ることにします。そこで、児童用のプリント「福田小 ６つの約束」を作成いたしました。学

年に応じ、学級でも説明しますが、ご家庭でも家族で使い方を確認してください。 

  

ＡＩドリル「Qubena」で効果的な学習を 

◇ 自分の力に合った学習ができるのが、AI ドリルです。間違ったら自動で判断してフィードバ

ックしてその子に最適な課題を提示してくれます。昨年度まで AI ドリルは「ｅライブラリ」

を使用していましたが、本年度は「Qubena（キュビナ）」を使用しています。Qubena

は今年度に限り，無料で利用できます。次年度からは，ｅライブラリと同じような形で導

入予定（有料）です。 

学年の先生から、「これだけは」という問題をワークブックとして配信されていたり、自

分で、１学期や前学年で学習したことをもとに課題を探して取り組んだりできます。そし

て、保護者は、お子さんの学習履歴を確認することもできます。 
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◇ この学習履歴を確認することで、正答率は何％か、全体の問題を解くのにかかった時間、  

個々の問題にかかった時間、どんな問題を間違ったのかがすぐにわかります。また、間違っ

た問題を復習したのかということもわかります。その日学習した内容、週あたり、月あたり

で学習した内容も確認することができます。 

子どもたちの学習の流れは、 

 

〇問題を解く⇒正答した場合⇒②解説 

         ⇒誤答の場合⇒②「？」が出て再考を促す⇒③再度、解き直す 

⇒正答の場合⇒④解説 

⇒誤答の場合⇒④解説 

   

を繰り返すことになります。「間違っている」のに、短時間で終了している場合は、わかるま 

で学び直しをせずに、ただ消化しているだけということもわかります。 

その場合は、一声かけてやり直しを勧めてください。 

 

生成 AI 

ChatGPT に代表される生成 AI の話題がクローズアップされています。最近出された文科省か

らの通知では、次のとおりとなっています。 

＜⽣成 AI 活⽤の適否に関する暫定的な考え⽅＞ 

・子どもの発達の段階や実態を踏まえ、年齢制限・保護者同意等の利用規約 

chatGPT…13歳以上、18 歳未満は保護者同意が必要 

Bing Chat…成年、未成年は保護者同意が必要 

Bard…18歳以上 

の遵守を前提に、教育活動や学習評価の目的を達成する上で、生成 AI の利用が効果的か否

かで判断することを基本とする（特に小学校段階の児童に利用させることには慎重な対応を取

る必要がある）。 

 

◇ 保護者のみなさんの中にはすでに生成 AIを仕事で活用したり、興味があって使用したりし 

ている方もいらっしゃるかもしれません。しかし、真偽構わず広くインターネット上から学

習したり、質問内容からも学習したりする生成AI は、回答に誤りや個人情報等を含む可能性

が常にあり、時には、事実と全く異なる内容や、⽂脈と無関係な内容などが出⼒されること

もあるため、使用者自身の「批判的な思考力」「正確な知識」に基づいて判断すべき発展途上

段階であると思われます。現在さまざまなことを「学んでいる最中」の子どもたちが直接も

しくは間接的に使用するのは、判断の難しさや自分で考えようという創造性、学習意欲への

影響が大きいと考えられます。 

よって、現段階では、夏休みの宿題・読書感想文などへの生成 AI の活用に関しては小学校    

段階では不適切と考えています。たとえ保護者の同意や監督があったとしても生成 AI を使っ

た課題解決への取組は控えていただきますようお願いいたします。 


